
平成２７年度

山形県登録販売者試験問題（午前）

日時 平成２７年８月２６日（水） １０時３０分～１２時３０分 

項目 医薬品に共通する特性と基本的な知識、主な医薬品とその作用

注 意 事 項

 指示があるまで開いてはいけません。

１ 問題の解答は、必ず答案用紙に記入してください。

２ 解答方法は次のとおりです。

各問題には１から４までの４つの選択肢又は１から５までの５つの選択肢があるので、

そのうち質問に適した答えを１つ選び、次の例にならって答案用紙に記入してください。

【例】 問１０の正解が３であれば、答案用紙のその番号の枠をぬりつぶしてください。

次のようになります。

  問 10 

    良い解答の例 …… 

    悪い解答の例 ……

３ 答案用紙への記入は、ＨＢ鉛筆を用いてください。答えを修正する場合は、消しゴム

できれいに消してください。鉛筆の色が残ったりした場合は、正しく修正したことにな

らず、不正解となる場合がありますから注意してください。

４ 1 問につき正解は１つですから、２つ以上塗りつぶしたものは、その解答を無効とし
ます。

５ 答案用紙は、折り曲げたりメモやチェック等で汚したりしないように特に注意してく

ださい。

６ 「医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全性の確保等に関する法律」について、

問題文中では「医薬品医療機器等法」と表記しております。  
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問１ 医薬品の本質に関する以下の記述のうち、正しいものの組み合わせはどれか。 

 ａ 一般用医薬品の人体に及ぼす作用は全て解明されている。 

 ｂ 医薬品は期待される有益な効果（薬効）のみをもたらすとは限らず、好ましくな

い反応（副作用）を生じる場合もある。 

ｃ 医薬品は、市販後にも、医学・薬学等の新たな知見、使用成績等に基づき、その

有効性、安全性等の確認が行われる仕組みになっている。 

 ｄ 一般用医薬品は、医療用医薬品と比較して、保健衛生上のリスクは相対的に高い

と考えられている。 

１（ａ、ｂ）  ２（ａ、ｄ）  ３（ｂ、ｃ）  ４（ｃ、ｄ） 

問２ 医薬品のリスク評価に関する以下の記述の正誤について、正しい組み合わせはど

れか。 

 ａ 単回投与であっても、治療量を超えた量を投与した場合、毒性が発現するおそれ

がある。 

 ｂ 胎児毒性が生じるのは、多量投与の場合のみである。 

 ｃ 医薬品の効果とリスクは、薬物暴露時間と暴露量との積で表現される用量－反応

関係に基づいて評価される。 

ｄ 少量の投与であれば、長期投与されても慢性的な毒性は発現しない。 

     ａ   ｂ   ｃ   ｄ 

 １   正   正   誤   誤 

 ２   正   誤   正   誤 

 ３   正   誤   誤   正 

 ４   誤   誤   誤   正 

 ５   誤   正   正   正 



問３ 医薬品の副作用に関する以下の記述の正誤について、正しい組み合わせはどれか。 

 ａ 副作用は、薬理作用によるものとアレルギー（過敏反応）に大別される。 

 ｂ 副作用は、容易に異変を自覚できるものばかりである。 

 ｃ 複数の疾病を有する人の場合、ある疾病のために使用された医薬品の作用が、そ

の疾病に対して薬効をもたらす一方、別の疾病に対して症状を悪化させたり、治療

が妨げられたりすることもある。 

 ｄ 副作用は、日常生活に支障を来す程度の健康被害を生じるものであり、眠気や口

渇等の比較的よく見られるものは、副作用に含まれない。 

ａ   ｂ   ｃ   ｄ 

１   誤   誤   正   正 

２   誤   正   誤   誤 

３   正   誤   誤   誤 

４   正   誤   正   誤 

５   正   正   誤   正 

問４ アレルギー（過敏反応）に関する以下の記述の正誤について、正しいものの組み

合わせはどれか。 

ａ 免疫は、細菌やウイルスなどが人体に取り込まれたとき、人体を防御するために

生じる反応である。 

ｂ アレルギーを引き起こす原因物質をアナフィラキシーという。 

ｃ 普段は医薬品にアレルギーを起こしたことがない人でも、病気等に対する抵抗力

が低下している状態などの場合には、医薬品によりアレルギーを生じることがある。 

ｄ 医薬品では、その有効成分だけでなく、添加物もアレルギーを引き起こす原因物

質となり得る。 

    ａ   ｂ   ｃ   ｄ 

１   正   誤   誤   誤 

２   誤   誤   正   正 

３   正   誤   正   正 

４   正   正   誤   正 

５   誤   正   正   誤 



問５ 一般用医薬品の販売等に従事する専門家の対応に関する以下の記述の正誤につ

いて、正しい組み合わせはどれか。 

ａ 一般用医薬品では重大な副作用が生じることがないため、専門家は、購入者に

対し医療機関を受診するよう勧奨する必要はない。 

ｂ 一般の生活者においては、添付文書や製品表示に記載された内容を見ただけで

は、効能効果や副作用等について誤解を生じることもあるため、専門家が専門用語

を分かりやすい表現で伝えるなどの適切な情報提供を行う必要がある。 

ｃ 医薬品は、市販後は有効性、安全性等の情報が変更されるものではないため、

専門家は、常に新しい情報の把握に努める必要はない。 

ｄ 製造販売業者による製品回収等の措置がなされることもあるので、専門家は、

製造販売業者等からの情報に日頃から留意しておくことが重要である。 

ａ   ｂ   ｃ   ｄ 

１   誤   誤   誤   正 

２   誤   正   誤   正 

３   正   誤   誤   誤 

４   正   正   正   誤 

５   正   誤   正   正 

問６ 医薬品の不適正な使用と有害事象に関する以下の記述について、正しいものの組

み合わせはどれか。 

ａ 一般用医薬品は、一般の生活者が自らの判断で使用するものであることから、そ

の適正な使用を図っていく上で、販売等に従事する専門家の関与は必要ない。 

ｂ 一般用医薬品には、習慣性・依存性がある成分を含んでいるものはない。 

ｃ 選択された医薬品が適切ではなく、症状が改善しないまま使用し続けている場合、 

適切な治療の機会を失うことにもつながりやすい。 

ｄ 医薬品は、その目的とする効果に対して副作用が生じる危険性が最小限となるよ

う、使用する量や使い方が定められている。 

 １（ａ、ｂ）  ２（ａ、ｄ）  ３（ｂ、ｃ）  ４（ｃ、ｄ） 



問７ 医薬品と他の医薬品や食品との飲み合わせに関する以下の記述のうち、正しいも

のの組み合わせはどれか。 

ａ かぜ薬、解熱鎮痛薬、鎮静薬では、成分や作用が重複することが少なく、通常、

これらの薬効群に属する医薬品の併用は避ける必要はない。 

ｂ いわゆる健康食品を含む特定の食品と一緒に医薬品を摂取した場合に、医薬品の

作用が増強したり、減弱したりすることを相互作用という。 

ｃ 複数の疾病を有する人では、疾病ごとにそれぞれ医薬品が使用される場合が多く、

医薬品同士の相互作用に関して特に注意が必要となる。 

ｄ 外用薬や注射薬であれば、食品によって医薬品の作用や代謝に影響を受ける可能

性はない。 

 １（ａ、ｂ）  ２（ａ、ｄ）  ３（ｂ、ｃ）  ４（ｃ、ｄ） 

問８ 小児等が医薬品を使用する場合に留意すべきことに関する以下の記述の正誤に

ついて、正しい組み合わせはどれか。 

ａ 一般的に、５歳未満の幼児に使用される錠剤やカプセル剤では、服用時に喉につ

かえやすいので注意するよう添付文書に記載されている。 

ｂ 医薬品の使用上の注意等において、小児という場合は、おおよその目安として 

１５歳未満の年齢区分が用いられている。 

ｃ 小児は大人と比べて身体の大きさに対して腸が短く、服用した医薬品の吸収率が

相対的に低い。 

ｄ 乳児向けの用法用量が設定されている一般用医薬品であっても、乳児は医薬品の

影響を受けやすいため、一般用医薬品による対処よりも、基本的には医師の診療を

受けることが優先される。 

    ａ   ｂ   ｃ   ｄ 

１   正   誤   誤   正 

２   誤   誤   正   正 

３   正   正   正   誤 

４   正   正   誤   正 

５   誤   正   正   誤 



問９ 高齢者における一般用医薬品の使用に関する以下の記述について、正しいものの

組み合わせはどれか。 

ａ 医薬品の副作用で口渇を生じることがあり、誤嚥
えん

（食べ物等が誤って気管に入り

込むこと）を誘発しやすくなるので注意が必要である。 

ｂ 高齢者は、持病（基礎疾患）を抱えていることが多く、一般用医薬品の使用によ

って基礎疾患の症状が悪化したり、治療の妨げとなる場合がある。 

ｃ 医薬品の使用上の注意等において「高齢者」という場合には、おおよその目安と

して６０歳以上を指す。 

ｄ 一般に高齢者は生理機能が衰えつつあるが、副作用を生じるリスクは若年時と同

等である。 

 １（ａ、ｂ）  ２（ａ、ｄ）  ３（ｂ、ｃ）  ４（ｃ、ｄ） 

問 10 妊婦及び授乳婦の医薬品の使用に関する以下の記述のうち、誤っているものは

どれか。 

１ 胎盤には、胎児の血液と母体の血液とが混ざらない仕組み（血液-胎盤関門）が

あるが、母体が医薬品を使用した場合に、医薬品成分の胎児への移行がどの程度防

御されるかは、未解明のことも多い。 

２ 便秘薬の中には、配合成分やその用量によって流産や早産を誘発するおそれのあ

るものがある。 

３ 一般用医薬品は、多くの場合、妊婦が使用した場合における安全性に関する評価

が困難であるため、妊婦の使用については「相談すること」としているものが多い。 

４ 授乳婦が使用した医薬品の成分が乳汁中に移行することはない。 



問 11 食品に関する以下の記述の正誤について、正しい組み合わせはどれか。 

ａ 生薬成分等については、医薬品的な効能効果が標榜
ぼう

又は暗示されていなければ、

食品（ハーブ等）として流通可能なものもあり、そうした食品を合わせて摂取する

と、生薬成分が配合された医薬品の効き目や副作用を増強させることがある。 

ｂ 栄養機能食品については、各種ビタミン、ミネラルに対して「特定の保健機能の

表示」をすることができる。 

ｃ 健康補助食品（いわゆるサプリメント）の中には、誤った使用法により健康被害

を生じた例が報告されている。 

ｄ いわゆる健康食品は、法的にも、また安全性や効果を担保する科学的データの面

でも医薬品とは異なるものである。 

    ａ   ｂ   ｃ   ｄ 

１   正   誤   誤   誤 

２   正   誤   正   正 

３   誤   正   正   誤 

４   誤   正   正   正 

５   正   正   誤   正 

問 12 プラセボ効果（偽薬効果）に関する以下の記述のうち、正しいものの組み合わ

せはどれか。 

ａ プラセボ効果によってもたらされる反応や変化は、望ましい効果のみである。 

ｂ プラセボ効果は、医薬品を使用したこと自体による楽観的な結果への期待や、条

件付けによる生体反応、時間経過による自然発生的な変化等が関与して生じると考

えられている。 

ｃ 医薬品を使用したときにもたらされる反応や変化は、薬理作用によるもののほか、

プラセボ効果によるものも含まれる。 

ｄ プラセボ効果は、客観的に測定可能な変化として確実に現れる。 

１（ａ、ｂ）  ２（ａ、ｄ）  ３（ｂ、ｃ）  ４（ｃ、ｄ） 



問 13 医薬品の品質に関する以下の記述のうち、正しいものの組み合わせはどれか。 

ａ 医薬品が保管・陳列される場所については、清潔性が保たれるとともに、医薬品

は高温、多湿、直射日光等の下に置かれることがないよう留意しなければならない。 

ｂ 医薬品は、適切な保管・陳列がなされていれば、経時変化による品質の劣化は発

生しない。 

ｃ 一般用医薬品では、購入後すぐに使用されるとは限らないため、外箱等に記載さ

れている使用期限から十分な余裕をもって販売等がなされることが重要である。 

ｄ 表示されている「使用期限」は、開封した状態で保管された場合に品質が保持さ

れる期限である。 

１（ａ、ｃ）  ２（ａ、ｄ）  ３（ｂ、ｃ）  ４（ｂ、ｄ） 

問 14 以下の記述は、医薬品医療機器等法第４条第５項第４号に規定されている一般

用医薬品の定義に関するものである。（   ）に入れるべき字句の正しい組み

合わせはどれか。 

  医薬品のうち、その効能及び効果において人体に対する作用が（  ａ  ）もの

であって、薬剤師その他の医薬関係者から提供された情報に基づく需要者の選択によ

り使用されることが目的とされているもの（（  ｂ  ）を除く。）をいう。 

      ａ        ｂ     

１  緩和な     要指導医薬品 

２  著しくない   要指導医薬品 

３  著しい     要指導医薬品 

４  著しくない   第１類医薬品 

５  緩和な     第１類医薬品 



問15 サリドマイドに関する以下の記述の正誤について、正しい組み合わせはどれか。 

ａ サリドマイドは、鎮静作用を目的として、胃腸薬にも配合されていた。 

ｂ 妊娠している女性がサリドマイド製剤を摂取し、胎児に四肢欠損、視聴覚等の感

覚器や心肺機能の障害等の先天異常が発生した。 

ｃ サリドマイド製剤による催奇形性が報告されて、日本ではすぐに販売停止及び回

収措置が行われたため、その後の被害拡大が最小限に抑えられた。 

ｄ サリドマイドは、妊娠している女性が摂取した場合、胎児の血液と母体の血液が

混ざらない仕組みである血液-胎盤関門を通過して胎児に移行する。 

    ａ   ｂ   ｃ   ｄ 

１   正   誤   誤   誤 

２   誤   誤   正   正 

３   正   正   正   誤 

４   誤   正   誤   誤 

５   正   正   誤   正 

問 16 スモンに関する記述のうち、誤っているものはどれか。 

１ スモン訴訟、サリドマイド訴訟を契機として、１９７９年、医薬品の副作用によ

る健康被害の迅速な救済を図るため、医薬品副作用被害救済制度が創設された。 

２ スモンはその症状として、初期に腹部の膨満感から激しい腹痛を伴う下痢を生じ、

次第に下半身の痺
しび

れや脱力、歩行困難等が現れる。 

３ スモン訴訟とは、抗生物質として販売されたペニシリン製剤を使用したことによ

り、亜急性脊髄視神経症に罹
り

患したことに対する損害賠償訴訟である。 

４ スモン患者に対しては、治療研究施設の整備、治療法の開発調査研究の推進、施

術費及び医療費の自己負担分の公費負担等の制度が設けられている。 



問 17 ＨＩＶ訴訟に関する記述について、（   ）の中に入れるべき字句の正しい

組み合わせはどれか。 

ＨＩＶ訴訟は、（  ａ  ）患者が、ヒト免疫不全ウイルス（ＨＩＶ）が混入した 

原料（  ｂ  ）から製造された（  ｃ  ）製剤の投与を受けたことにより、Ｈ

ＩＶに感染したことに対する損害賠償訴訟である。

    ａ     ｂ      ｃ 

１  血友病   血小板   アルブミン 

２  白血病   血漿
しょう

    血液凝固因子 

３  血友病   血漿
しょう

    アルブミン 

４  白血病   血小板   アルブミン 

５  血友病   血漿
しょう

    血液凝固因子 

問 18 薬害に関する以下の記述の正誤について、正しい組み合わせはどれか。 

 ａ 生物由来の医薬品等によるヒト免疫不全ウイルス（ＨＩＶ）やクロイツフェル

ト・ヤコブ病（ＣＪＤ）の感染被害が多発したことから、独立行政法人医薬品医療

機器総合機構による生物由来製品による感染等被害救済制度の創設等がなされた。 

 ｂ ＨＩＶ訴訟の和解を踏まえ、国は、ＨＩＶ感染者に対する恒久対策のほか、医薬

品の副作用等による健康被害の再発防止に向けた取り組みも進められ、承認審査体

制の充実、製薬企業に対し従来の副作用報告に加えて感染症報告の義務づけを行っ

ている。 

 ｃ サリドマイド事件をきっかけとして、世界保健機関（ＷＨＯ）加盟国を中心に市

販後の副作用情報の収集の重要性が改めて認識され、各国における副作用情報の収

集体制の整備が図られることとなった。 

 ｄ 過去の薬害の原因となった医薬品は、すべて医療用医薬品である。 

ａ   ｂ   ｃ   ｄ 

 １   正   正   誤   誤 

 ２   正   正   正   誤 

 ３   正   誤   誤   正 

 ４   誤   誤   正   正 

 ５   誤   正   正   正 



問 19 セルフメディケーションに関する以下の記述について、（    ）の中に入れ

るべき字句の正しい組み合わせはどれか。 

世界保健機関（ＷＨＯ）によれば、セルフメディケーションとは、「自分自身の健康

に（  ａ  ）を持ち、（  ｂ  ）な身体の不調は（  ｃ  ）で手当てする」

こととされている。  

ａ    ｂ     ｃ 

１  自信  軽度  医療機関 

２  責任  軽度  自分 

３  責任  重度   医療機関 

４  自信  重度  自分 

 ５  責任  重度  自分 

問 20 一般用医薬品の役割に関する以下の記述のうち、誤っているものはどれか。 

１ 健康状態の自己検査 

２ 健康の維持・増進 

３ 重度な疾病の治療 

４ 生活の質（ＱＯＬ）の改善・向上 

問 21 かぜ（感冒）の発症や症状に関する以下の記述について、正しいものの組み合

わせはどれか。 

  ａ かぜの症状は、通常、数日～１週間程度で自然寛解する。 

     ｂ  かぜの約８割は細菌の感染が原因であり、その種類は２００種類を超えるといわ

れている。 

ｃ インフルエンザ（流行性感冒）は、かぜの別称で、インフルエンザとかぜの症状

は同じである。 

ｄ  急激な発熱を伴う場合や、症状が４日以上続くとき、又は症状が重篤なときは、

かぜではない可能性が高い。 

 １（ａ、ｂ）  ２（ａ、ｄ）  ３（ｂ、ｃ）  ４（ｃ、ｄ） 



問 22 かぜ薬に配合される医薬品の成分とその主な作用の関係について、正しいもの

の組み合わせはどれか。 

     医薬品の成分            主な作用 

ａ ブロムヘキシン塩酸塩      解熱鎮痛 

  ｂ コデインリン酸塩      去痰
たん

  ｃ クレマスチンフマル酸塩      抗ヒスタミン 

 ｄ トラネキサム酸       抗炎症 

 １（ａ、ｂ）  ２（ａ、ｄ）  ３（ｂ、ｃ）  ４（ｃ、ｄ） 

問23 カフェインに関する以下の記述について、（   ）の中に入れるべき数字の正

しい組み合わせはどれか。

カフェインは、脳に軽い興奮状態を引き起こし、一時的に眠気や倦怠感を抑える効果

があり、眠気防止薬におけるカフェインの１回摂取量は、カフェインとして（ ａ ）

ｍｇ、１日摂取量は、（ ｂ ）ｍｇが上限とされている。 

ａ       ｂ 

 １  ０.２      ０.５ 

 ２   ２       ５ 

  ３   ２０      ５０ 

 ４   ２００     ５００ 

 ５   ２０００     ５０００ 



問 24 小児の疳
かん

を適応症とする生薬製剤・漢方処方製剤（小児鎮静薬）等に関する以

下の記述の正誤について、正しい組み合わせはどれか。 

ａ 古くから伝統的に用いられているものは、作用が穏やかで小児に使っても副作用

の心配はない。 

ｂ 小児の疳
かん

を適応症とする主な漢方処方製剤としては、柴
さい

胡
こ

加
か

竜
りゅう

骨
こつ

牡
ぼ

蛎
れい

湯
とう

がある。 

ｃ ゴオウ、ジャコウは、緊張や興奮を鎮め、また、血液の循環を促す作用等を期待

して用いられる。 

ｄ レイヨウカクは、ウシ科のサイカレイヨウ（高鼻レイヨウ）等の角を基原とする

生薬で、緊張や興奮を鎮める作用等を期待して用いられる。 

ａ   ｂ   ｃ   ｄ 

１   誤   誤   正   正 

２   正   誤   正   誤 

３   誤   正   正   正 

４   誤   誤   誤   誤 

５   正   正   誤   正 

問25 次の鎮咳
がい

去痰
たん

薬で用いられる漢方処方製剤のうち、構成生薬としてカンゾウを含

んでいないものはどれか。 

１ 柴
さい

朴
ぼく

湯
とう

  ２ 神
しん

秘
ぴ

湯
とう

  ３ 五
ご

虎
こ

湯
とう

  ４ 半
はん

夏
げ

厚
こう

朴
ぼく

湯
とう

  ５ 麻
ま

杏
きょう

甘
かん

石
せき

湯
とう



問 26 口腔
くう

咽喉薬やうがい薬（含嗽
そう

薬）に関する以下の記述の正誤について、正しい

組み合わせはどれか。 

ａ 噴射式の液剤では、息を吸いながら噴射すると気管支や肺に入ってしまうおそ

れがあるため、軽く息を吐いたり、声を出しながら噴射することが望ましい。 

ｂ 含嗽
そう

薬は、濃度が濃いほど効果が得られやすい。 

ｃ 口腔
くう

咽喉薬には、鎮咳
がい

成分や気管支拡張成分、去痰
たん

成分は配合されていない。 

ｄ 含嗽
そう

薬の使用後、すぐに食事を摂ると、殺菌消毒効果が増強される。 

ａ   ｂ   ｃ   ｄ 

１   正   誤   正   誤 

２   正   正   誤   誤 

３   誤   正   誤   誤 

４   正   誤   誤   正 

５   誤   誤   正   正 

問 27 口腔
くう

咽喉薬やうがい薬（含嗽
そう

薬）に用いられるヨウ素系殺菌消毒成分に関する

以下の記述について、正しいものの組み合わせはどれか。 

ａ 口腔
くう

粘膜の荒れ、しみる、灼
しゃく

熱感、悪心（吐きけ）、不快感の副作用が現れる

ことがある。 

ｂ レモン汁やお茶などに含まれるビタミンＣ等の成分と反応すると殺菌作用が増

強される。 

ｃ 口腔
くう

内に使用されても甲状腺におけるホルモン産生に影響を及ぼす可能性はな

い。 

ｄ ポピドンヨードが配合された含嗽
そう

薬では、その使用によって銀を含有する歯科材

料（義歯等）が変色することがある。 

１（ａ、ｂ）  ２（ａ、ｄ）  ３（ｂ、ｃ）  ４（ｃ、ｄ） 



問 28 胃の薬の配合成分等に関する以下の記述について、正しいものの組み合わせは

どれか。 

ａ 過剰な胃液の分泌を抑える作用を期待して、副交感神経の伝達物質であるアセチ

ルコリンの働きを抑えるロートエキスやピレンゼピン塩酸塩が配合されている場

合がある。 

ｂ スクラルファートなどのアルミニウムを含む成分については、透析療法を受けて

いる人では使用を避ける必要がある。 

ｃ セトラキサート塩酸塩は、体内で代謝されてトラネキサム酸を生じることから、

血栓のある人では、生じた血栓が分解されにくくなることが考えられる。 

ｄ 制酸成分を主体とする胃腸薬については、酸度の高い食品と一緒に使用すると胃

酸に対する中和作用が高まることが考えられるため、炭酸飲料等での服用が適当で

ある。 

ａ   ｂ   ｃ   ｄ 

１   誤   正   正   誤 

２   誤   正   誤   正 

３   正   正   正   誤 

４   誤   誤   誤   誤 

５   正   誤   正   正 

問 29 胃に作用する成分とその主な作用との関係について、正しいものの組み合わせ

はどれか。 

    成分                 主な作用 

ａ センブリ              苦味による健胃作用 

ｂ 炭酸水素ナトリウム（重曹）     中和反応により胃酸の働きを弱める 

ｃ リパーゼ              胃粘液の分泌や荒れた胃粘膜の修復を 

促す作用 

ｄ スクラルファート          胆汁の分泌を促す作用 

１（ａ、ｂ）  ２（ａ、ｃ）  ３（ｂ、ｄ）  ４（ｃ、ｄ） 



問30 止瀉
しゃ

成分に関する以下の記述について、正しいものの組み合わせはどれか。 

ａ ロペラミド塩酸塩が配合された止瀉
しゃ

薬は、食あたりや水あたりによる下痢の症状

に用いられる。 

ｂ ビスマスを含む成分は、収斂
れん

作用のほか、腸内で発生した有毒物質を分解する作

用もあるとされる。 

ｃ タンニン酸アルブミンに含まれるアルブミンは、牛乳に含まれるタンパク質（カ

ゼイン）から精製された成分であるため、牛乳にアレルギーがある人では使用を避

ける必要がある。 

ｄ 木
もく

クレオソートは、腸管内の異常発酵等によって生じた有害な物質を吸着させる

ことを目的として用いられる。 

 １（ａ、ｂ）  ２（ａ、ｄ）  ３（ｂ、ｃ）  ４（ｃ、ｄ） 

問31 ヒマシ油に関する以下の記述の正誤について、正しい組み合わせはどれか。 

ａ 小腸でリパーゼの働きによって生じるヒマシ油の分解物が、小腸を刺激すること

で瀉
しゃ

下作用をもたらすと考えられている。 

ｂ 激しい腹痛又は悪心・嘔
おう

吐の症状がある人への使用は避ける。 

ｃ 主に誤食・誤飲等による中毒の場合など、腸管内の物質をすみやかに体外に排

除させなければならない場合に用いられる。 

ｄ 防虫剤や殺鼠
そ

剤を誤って飲み込んだ場合のような脂溶性の物質による中毒にも

用いられる。 

 ａ   ｂ   ｃ   ｄ 

１   誤   正   正   正 

２   正   誤   誤   正 

３   誤   誤   正   正 

４   正   正   誤   誤 

５   正   正   正   誤 



問32 駆虫薬に関する以下の記述について、正しいものの組み合わせはどれか。 

ａ 一般用医薬品の駆虫薬が対象とする寄生虫は、回虫と蟯
ぎょう

虫である。 

ｂ 複数の駆虫薬を併用することにより駆虫効果が高まる。 

ｃ カイニン酸は、回虫に痙攣
けいれん

を起こさせる作用を示し、虫体を排便とともに排出さ

せることを目的として用いられる。 

ｄ サントニンは、蟯
ぎょう

虫の呼吸や栄養分の代謝を抑えて殺虫作用を示すとされる。 

１（ａ、ｂ） ２（ａ、ｃ） ３（ｂ、ｄ） ４（ｃ、ｄ） 

問33 強心薬に配合される生薬とその由来との関係について、正しいものの組み合わせ 

はどれか。 

生薬成分                由来 

ａ ゴオウ  シカ科のマンシュウアカジカ又はマンシュウジカの胆嚢
のう

中に

生じた結石を基原とする生薬 

ｂ ロクジョウ   ウシ科のウシの雄のまだ角化していない、若しくは、わずか

に角化した幼角を基原とする生薬 

ｃ ジャコウ      シカ科のジャコウジカの雄の麝
じゃ

香腺分泌物を基原とする生薬 

ｄ センソ        ヒキガエル科のシナヒキガエル等の毒腺の分泌物を集めたも

のを基原とする生薬 

 １（ａ、ｂ）  ２（ａ、ｃ）  ３（ｂ、ｄ）  ４（ｃ、ｄ） 



問34 苓桂朮甘
りょうけいじゅつかん

湯
とう

に関する記述について、（   ）の中に入れるべき字句の正しい 

組み合わせはどれか。 

 体力中等度以下で、めまい、ふらつきがあり、ときにのぼせや動悸
き

があるものの立ち 

くらみ、めまい、頭痛、耳鳴り、動悸
き

、息切れ等に適すとされている。 

（  ａ  ）作用が期待される生薬は含まれず、主に（  ｂ  ）作用により、水

毒（漢方の考え方で、体の水分が停滞したり偏在して、その循環が悪いことを意味する。）

の排出を促すことを主眼とする。 

構成生薬は（  ｃ  ）を含む。 

    ａ      ｂ      ｃ 

 １  鎮静     利尿    センナ 

 ２  強心     利尿    ダイオウ 

  ３  強心     利尿    カンゾウ 

 ４  利尿    強心     ダイオウ 

 ５  利尿    強心    カンゾウ 

問35 コレステロールに関する以下の記述の正誤について、正しい組み合わせはどれか。 

ａ 細胞の構成成分で、胆汁酸や副腎皮質ホルモン等の生理活性物質の産生に重要な

物質である。 

ｂ 水に溶けやすい物質であるため、血液中では血漿
しょう

タンパク質と結合したリポタ

ンパク質となって存在する。 

ｃ 血液中のリポタンパク質のうち、低密度リポタンパク質（ＬＤＬ）が少なく、高

密度リポタンパク質（ＨＤＬ）が多くなると、心臓病や肥満、動脈硬化症等の生活

習慣病につながる危険性が高くなる。 

ｄ 高密度リポタンパク質（ＨＤＬ）は、コレステロールを肝臓から末梢組織へ運ぶ

リポタンパク質である。 

 ａ   ｂ   ｃ   ｄ 

１   誤   正   正   誤 

２   正   誤   誤   正 

３   誤   誤   正   正 

４   誤   正   誤   正 

５   正   誤   誤   誤 



問 36 高コレステロール改善薬の配合成分に関する以下の記述の正誤について、正し

い組み合わせはどれか。 

 ａ リノール酸は、コレステロールと結合して、代謝されやすいコレステロールエス

テルを形成するとされ、肝臓におけるコレステロールの代謝を促す効果を期待して

用いられる。 

 ｂ パンテチンは、低密度リポタンパク質（ＬＤＬ）等の異化排泄
せつ

を促進し、リポタ

ンパクリパーゼ活性を高めて、高密度リポタンパク質（ＨＤＬ）産生を低下させる

作用があるとされる。 

 ｃ ビタミンＥは、コレステロールから過酸化脂質の生成を抑えるほか、末梢血管に

おける血行を促進する作用があるとされ、血中コレステロール異常に伴う末梢血行

障害（手足の冷え、痺
しび

れ）の緩和等を目的として用いられる。 

 ｄ リボフラビンの摂取によって尿が黄色になることがあるが、これは副作用による

異常であることから、直ちに使用を中止する。 

     ａ   ｂ   ｃ   ｄ 

 １   正   正   正   誤 

 ２   正   誤   正   誤 

 ３   正   誤   誤   正 

 ４   誤   誤   誤   誤 

 ５   誤   正   正   正 



問 37 貧血用薬（鉄製剤）に関する以下の記述の正誤について、正しい組み合わせは

どれか。 

ａ 服用すると便が黒くなることがあるが、これは使用の中止を要する副作用等の異

常ではない。 

ｂ 鉄分の吸収は、満腹時より空腹時のほうが高いとされている。 

ｃ 服用の前後３０分に緑茶やコーヒー等の飲食物を摂取すると、飲食物に含まれて

いるタンニン酸によって、鉄の吸収が良くなる。 

ｄ 特段の基礎疾患等がなく鉄分の欠乏を生じる主な要因としては、食事の偏り（鉄

分の摂取不足）が考えられ、貧血用薬（鉄製剤）の使用による対処と併せて、食

生活の改善が図られることが重要である。 

     ａ   ｂ   ｃ   ｄ 

 １   誤   正   正   誤 

 ２   正   正   正   誤 

 ３   正   誤   誤   正 

 ４   誤   誤   誤   誤 

 ５   正   正   誤   正 

問 38 循環器用薬及び循環器用薬に配合される成分に関する以下の記述のうち、誤っ

ているものはどれか。 

１ ルチンは、ビタミン様物質の一種で、高血圧等における毛細血管の補強、強化の

効果を期待して用いられる。 

２ 七
しち

物
もつ

降下
こうか

湯
とう

は、胃腸が弱く下痢しやすい人では、胃部不快感等の副作用が現れや

すい等、不向きとされる。 

３ ヘプロニカートは、ニコチン酸が遊離し、そのニコチン酸の働きによって末梢の

血液循環を改善する作用がある。 

４ コウカは、心筋の酸素利用効率を高めて収縮力を高めることによって血液循環の

改善効果を示すとされる。 



問 39 鎮痛の目的で用いられる漢方処方製剤に関する以下の記述のうち、正しいもの

の組み合わせはどれか。 

ａ 桂
けい

枝
し

加
か

朮
じゅつ

附
ぶ

湯
とう

は、体力中等度で、慢性に経過する頭痛、めまい、肩こりなどが

あるものの慢性頭痛、神経症、高血圧の傾向のあるものに適すとされる。 

 ｂ 芍
しゃく

薬
やく

甘
かん

草
ぞう

湯
とう

は、体力中等度以下で、手足の冷えを感じ、下肢の冷えが強く、下

肢又は下腹部が痛くなりやすいものの冷え症、腰痛、下腹部痛、頭痛、しもやけ、

下痢、月経痛に適すとされる。 

 ｃ  
よく

苡
い

仁
にん

湯
とう

は、体力中等度なものの関節や筋肉のはれや痛みがあるものの関節痛、

筋肉痛、神経痛に適すとされる。 

ｄ 疎
そ

経
けい

活
かっ

血
けつ

湯
とう

は、体力中等度で痛みがあり、ときにしびれがあるものの関節痛、神

経痛、腰痛、筋肉痛に適すとされる。 

 １（ａ、ｂ）  ２（ａ、ｄ）  ３（ｂ、ｃ）  ４（ｃ、ｄ） 

問 40 眠気を促す薬に関する以下の記述のうち、正しい組み合わせはどれか。 

 ａ 抗ヒスタミン成分を主薬とする催眠鎮静薬は、睡眠改善薬として一時的な睡眠障

害（寝つきが悪い、眠りが浅い）の緩和に用いられる。 

 ｂ 小児及び若年者では、抗ヒスタミン成分により眠気とは反対の神経過敏や中枢興

奮などが現れることがある。 

 ｃ ブロムワレリル尿素は、脳の興奮を抑え、痛覚を鈍くする作用がある。 

ｄ 酸
さん

棗
そう

仁
にん

湯
とう

は、体力中等度以下で、心身が疲れ、精神不安、不眠などがあるものの

不眠症、神経症に適すとされる。 

     ａ   ｂ   ｃ   ｄ 

 １   誤   正   正   誤 

 ２   正   誤   正   誤 

 ３   正   正   誤   正 

 ４   誤   誤   誤   誤 

 ５   正   正   正   正 



問 41 痔
じ

疾用薬に配合される成分及び製剤に関する記述のうち、正しいものの組み合

わせはどれか。 

ａ 肛
こう

門部の創傷の治癒を促す効果を期待して、タンニン酸のような組織修復成分が

用いられる。 

ｂ 血管収縮作用による止血効果を期待して、アドレナリン作動成分であるメチルエ

フェドリン塩酸塩が配合されていることがある。 

ｃ 粘膜表面に不溶性の膜を形成することによる、粘膜の保護・止血を目的として、

アラントインが配合されている場合がある。 

ｄ 乙
おつ

字
じ

湯
とう

は、体力中等度以上で大便が硬く、便秘傾向のあるものの痔
じ

核（いぼ痔
じ

）、

切れ痔
じ

、便秘、軽度の脱肛
こう

に適すとされている。 

 １（ａ、ｂ）  ２（ａ、ｃ）  ３（ｂ、ｄ）  ４（ｃ、ｄ） 

問42 第１欄の記述は、漢方処方製剤に関するものである。第１欄の記述に該当する漢

方処方製剤として正しいものは第２欄のどれか。 

第１欄 

体力中等度以下で、疲れやすくて、四肢が冷えやすく尿量減少し、むくみがあり、

ときに口渇があるものの下肢痛、腰痛、しびれ、高齢者のかすみ目、痒
かゆ

み、排尿困難、

頻尿、むくみ、高血圧に伴う随伴症状の改善（肩こり、頭重、耳鳴り）に適すとされ

るが、胃腸が弱く下痢しやすい人、のぼせが強く赤ら顔で体力の充実している人では、

胃部不快感、腹痛、のぼせ、動悸
き

等の副作用が現れやすい等、不向きとされる。 

第２欄 

１ 桂枝
け い し

茯苓
ぶくりょう

丸
がん

  ２ 四物
しもつ

湯
とう

  ３ 当帰飲子
とうき い ん し

  ４ 牛
ご

車
しゃ

腎
じん

気
き

丸
がん

５ 小青
しょうせい

龍
りゅう

湯
とう



問 43 女性に現れる症状と婦人薬に関する記述のうち、正しいものの組み合わせはど

れか。 

ａ 婦人薬は、月経及び月経周期に伴って起こる症状を中心として、女性に現れる特

有な諸症状の緩和と、保健を主たる目的とする医薬品である。 

ｂ 月経の約１０～３日前に現れ、月経終了と共に消失する頭痛、乳房痛などの身体

症状や感情の不安定、抑鬱などの精神症状を主体とするものを、月経前症候群とい

う。 

ｃ 女性ホルモン成分は、その摂取による胎児の先天性異常の発生は報告されていな

いため、妊婦又は妊娠していると思われる女性でも使用できる。 

ｄ 女性ホルモン成分の長期連用により血栓症を生じるおそれがあり、また、乳癌
がん

や

脳卒中などの発生確率が高まる可能性もある。 

１（ａ、ｃ）  ２（ａ、ｄ）  ３（ｂ、ｃ）  ４（ｂ、ｄ） 



問 44 アレルギー及びアレルギー用薬に関する記述の正誤について、正しい組み合わ

せはどれか。 

ａ 一般用医薬品のアレルギー用薬（鼻炎用内服薬を含む。）は、一時的な症状の緩

和に用いられるが、５～６日間使用して症状の改善がみられない場合は、長期連用

する必要がある。 

ｂ 皮膚症状が治まると喘
ぜん

息が現れるというように、種々のアレルギー症状が連鎖的

に現れる場合は、一般用医薬品によって一時的な対処を図るよりも、医療機関で総

合的な診療を受けた方がよい。 

ｃ アレルギー症状が現れる前から、予防的に一般用医薬品のアレルギー用薬（鼻炎

用内服薬を含む。）を使用することが望ましい。 

ｄ 一般用医薬品には、アトピー性皮膚炎等による慢性湿疹
しん

等の治療に用いることを

目的とするものはない。 

ａ   ｂ   ｃ   ｄ 

１   誤   正   誤   正 

２   正   誤   誤   正 

３   正   正   正   誤 

４   誤   誤   誤   誤 

５   誤   正   正   誤 



問 45 内服アレルギー用薬（鼻炎用内服薬を含む。）に関する記述のうち、正しいも

のの組み合わせはどれか。 

ａ ジフェンヒドラミンを含む成分については、吸収されたジフェンヒドラミンの一

部が乳汁に移行して乳児に昏睡を生じるおそれがある。 

ｂ 抗ヒスタミン成分は、ヒスタミンの働きを抑える作用以外に抗コリン作用も示す

ため、排尿困難や口渇、便秘等の副作用が現れることがある。 

ｃ ベラドンナ総アルカロイドは、鼻腔
くう

内の刺激を伝達する交感神経系の働きを抑え

ることによって、くしゃみを抑えることを目的としている。 

ｄ 鼻の症状を主とする人に適す漢方処方製剤としては消
しょう

風
ふう

散
さん

等があり、皮膚の症

状を主とする人に適す漢方処方製剤としては葛根
かっこん

湯
とう

加
か

川 
せんきゅう

辛夷
し ん い

等がある。 

１（ａ、ｂ）  ２（ａ、ｃ）  ３（ｂ、ｄ）  ４（ｃ、ｄ） 



問 46 鼻炎及び鼻炎用点鼻薬に関する記述の正誤について、正しい組み合わせはどれ 

か。 

 ａ スプレー式鼻炎用点鼻薬は、噴霧後に鼻汁とともに逆流する場合があるので、使

用する前に鼻をよくかんでおく必要がある。 

 ｂ ナファゾリン塩酸塩が配合された点鼻薬は、過度に使用されると鼻粘膜の血管が

反応しなくなり、逆に血管が拡張して二次充血を招き、鼻づまりがひどくなりや

すい。 

 ｃ クロモグリク酸ナトリウムは、肥満細胞からヒスタミンの遊離を抑える作用を示

し、アレルギー性でない鼻炎や副鼻腔
くう

炎に対して有効である。 

ｄ 一般用医薬品の鼻炎用点鼻薬の対応範囲は、急性又はアレルギー性の鼻炎及びそ

れに伴う副鼻腔
くう

炎の他、蓄膿
のう

症などの慢性のものも対象となっている。 

    ａ   ｂ   ｃ   ｄ 

１   正   正   誤   誤 

２   誤   誤   正   正 

３   正   正   誤   正 

４   正   誤   正   誤 

５   誤   正   正   誤 

問 47 眼科用薬に関する以下の記述のうち、誤っているものはどれか。 

１ 点眼の際に容器の先端が眼瞼
けん

（まぶた）や睫
しょう

毛（まつげ）に触れないように注

意しながら１滴ずつ正確に点眼する。 

２ 点眼後は、目頭を押さえると、薬液が鼻腔
くう

内へ流れ込むのを防ぐことができ、効

果的とされる。 

３ コンタクトレンズ装着液については、配合成分としてあらかじめ定められた範囲

内の成分のみを含む等の基準に当てはまる製品については、医薬部外品として認め

られている。 

４ 一般用医薬品の点眼薬には、緑内障の症状を改善できるものもあり、目のかすみ

が緑内障による症状であった場合には効果が期待できる。 



問 48 眼科用薬に配合される成分に関する記述のうち、正しいものの組み合わせはど

れか。 

ａ ネオスチグミンメチル硫酸塩は、コリンエステラーゼの働きを活性化する作用を

示し、目の調節機能を改善する効果を目的として用いられる。 

ｂ 緑内障と診断された人に、ナファゾリン塩酸塩が配合されている点眼薬を使用す

ると、眼圧の上昇をまねき、緑内障を悪化させたり、その治療を妨げるおそれがあ

る。 

 ｃ リゾチーム塩酸塩については、点眼薬の配合成分として使用された場合であって

も、まれにショック（アナフィラキシー）のような全身性の重大な副作用を生じる

ことがある。 

 ｄ スルファメトキサゾールは、すべての細菌に対して効果があるが、ウイルスや真

菌の感染に対する効果はない。  

１（ａ、ｂ）  ２（ａ、ｄ）  ３（ｂ、ｃ）  ４（ｃ、ｄ） 

問 49 皮膚に用いる薬に関する以下の記述のうち、正しいものはどれか。 

１ スプレー剤及びエアゾール剤は、至近距離から噴霧することが望ましい。 

２ スプレー剤及びエアゾール剤は、強い刺激を生じるおそれがあるため、目の周囲

や粘膜（口唇等）への使用は避けることとされている。 

３ 外皮用薬は、表皮の角質層が固いほうが有効成分が浸透しやすくなることから、

入浴前に用いるのが効果的とされる。 

４ 貼付剤は、患部やその周囲に汗や汚れ等が付着した状態でも、十分な効果が得ら

れる。 



問 50 殺菌消毒成分に関する以下の記述のうち、誤っているものはどれか。 

１ アクリノールは、一般細菌類の一部に対する殺菌消毒作用を示す。 

２ オキシドール（過酸化水素水）は、一般細菌類の一部に対する殺菌消毒作用を示

す。 

３ クロルヘキシジングルコン酸塩は、結核菌やウイルスに対して殺菌消毒作用を示

す。 

４ ヨウ素は、結核菌を含む一般細菌類、真菌類、ウイルスに対して殺菌消毒作用を

示す。 

問 51 歯槽膿
のう

漏薬に関する記述の正誤について、正しい組み合わせはどれか。 

ａ 内服薬は、抗炎症成分、ビタミン成分等が配合されたもので、外用薬と併せて

用いると効果的である。 

ｂ 外用薬には、歯肉溝での細菌の繁殖を抑えることを目的として、セチルピリジ

ニウム塩化物等の殺菌消毒成分が配合されている場合がある。 

ｃ 内服薬には、歯周組織の炎症を和らげることを目的として、リゾチーム塩酸塩

が用いられる場合がある。 

ｄ コラーゲン代謝を改善して炎症を起こした歯周組織の修復を助け、また、毛細

血管を強化して炎症による腫れや出血を抑える効果を期待して、ビタミンＥが配

合されている場合がある。 

ａ   ｂ   ｃ   ｄ 

１   誤   正   誤   正 

２   正   正   正   誤 

３   正   誤   誤   正 

４   誤   正   正   誤 

５   正   誤   正   正 



問 52 口内炎及び口内炎用薬に関する以下の記述のうち、誤っているものはどれか。 

１ 口内炎の発生の仕組みは必ずしも解明されていないが、栄養摂取の偏り、ストレ

スや睡眠不足、唾液分泌の低下、口腔
くう

内の不衛生などが要因となって生じることが

多いとされる。 

２ 口腔
くう

内に適用されるため、ステロイド性抗炎症成分が配合されている場合には、

長期連用を避ける必要がある。 

３ 医薬品の副作用として口内炎が生じることはない。 

４ 口内炎は、口腔
くう

粘膜に生じる炎症で、口腔
くう

の粘膜上皮に水疱
ほう

や潰瘍ができて痛み、

ときに口臭を伴う。 

問 53 禁煙補助剤に関する記述の正誤について、正しい組み合わせはどれか。 

ａ ニコチンは交感神経系を興奮させる作用を有するので、鎮咳
がい

去痰
たん

薬などアドレナ

リン作動成分が配合された医薬品との併用により、その作用を増強させるおそれが

ある。 

ｂ 口腔
くう

内が酸性になるとニコチンの吸収が低下するため、コーヒーなど口腔
くう

内を酸

性にする食品を摂取した後しばらくは使用を避ける必要がある。 

ｃ 禁煙補助剤を使用中又は使用直後の喫煙は、血中のニコチン濃度が急激に高まる

おそれがあるため、避ける必要がある。 

ｄ 妊婦又は妊娠していると思われる女性、母乳を与える女性では、摂取されたニコ

チンにより胎児又は乳児に影響が生じるおそれがあるため、使用を避ける必要があ

る。 

     ａ   ｂ   ｃ   ｄ 

 １   誤   正   正   誤 

 ２   正   誤   正   誤 

 ３   正   正   誤   正 

 ４   誤   誤   誤   誤 

 ５   正   正   正   正 



問 54 滋養強壮保健薬に含まれるビタミン成分に関する記述の正誤について、正しい

組み合わせはどれか。 

 ａ ビタミンＡは、夜間視力を維持したり、皮膚や粘膜の機能を正常に保つために重

要な栄養素である。 

 ｂ ビタミンＤは、腸管でのカルシウム吸収及び尿細管でのカルシウム再吸収を促し

て、骨の形成を助ける栄養素である。 

 ｃ ビタミンＥは、タンパク質の代謝に関与し、皮膚や粘膜の健康維持、神経機能の

維持に重要な栄養素である。 

 ｄ ビタミンＢ１は、炭水化物からのエネルギー産生に不可欠な栄養素で、神経の正

常な働きを維持する作用がある。 

    ａ   ｂ   ｃ   ｄ 

１   正   正   誤   正 

２   正   誤   正   誤 

３   正   正   誤   誤 

４   誤   正   正   正 

５   誤   誤   誤   正 

問 55 漢方処方製剤に関する以下の記述のうち、誤っているものはどれか。  

１ 漢方処方製剤は、症状の原因となる体質の改善を主眼としているものが多く、比

較的長期間（１ヶ月位）継続して服用されることがある。 

２ 漢方処方製剤の使用により、間質性肺炎のような重篤な副作用を起こすことはな

い。 

３ 漢方処方製剤の用法用量において適用年齢の下限が設けられていない場合であ

っても、生後３ヶ月未満の乳児には使用しない。 

４ 患者の「証」（体質及び症状）に合わない漢方処方製剤が選択された場合には、

効果が得られないばかりでなく、副作用を招きやすくなる。 



問 56 感染症の防止と消毒薬に関する記述の正誤について、正しい組み合わせはどれ

か。 

ａ 感染症は、病原性のある細菌、寄生虫やウイルスなどが体に侵入することによっ

て起こる望ましくない反応である。 

ｂ 滅菌は、生存する微生物の数を減らすために行われる処置である。 

ｃ 消毒薬によっては、殺菌消毒効果が十分得られない微生物が存在し、さらに、生

息条件が整えば、消毒薬の溶液中で生存、増殖する微生物もいる。 

ｄ 消毒薬が微生物を死滅させる仕組み及び効果は、殺菌消毒成分の種類、濃度、温

度、時間、消毒対象物の汚染度、微生物の種類や状態などによって異なる。 

ａ   ｂ   ｃ   ｄ 

１   誤   誤   正   誤 

２   正   誤   正   正 

３   正   正   誤   誤 

４   誤   正   正   正 

 ５   正   誤   誤   正 

問 57 衛生害虫の種類と防除等に関する記述のうち、正しいものの組み合わせはどれか。 

ａ 市販されている医薬品によるシラミの駆除方法として、有機塩素系殺虫成分（Ｄ

ＤＴ等）がある。 

ｂ ゴキブリの燻
くん

蒸処理を行う場合は、その卵に医薬品の成分が浸透し、殺虫効果

を示すため、一度の燻
くん

蒸処理で十分な効果が得られる。 

ｃ ノミによる保健衛生上の害としては、主に吸血されたときの痒
かゆ

みであるが、元

来、ペスト等の病原細菌を媒介する衛生害虫である。 

ｄ ツツガムシは、野外に生息し、目視での確認が困難であるため、ツツガムシが

生息する可能性がある場所に立ち入る際には、専ら忌避剤による対応が図られる。 

１（ａ、ｂ）  ２（ａ、ｄ）  ３（ｂ、ｃ）  ４（ｃ、ｄ） 



問 58 第１欄の記述は衛生害虫の防除法の主な用法に関するものである。第１欄の記

述に該当する剤型として正しいものは第２欄のどれか。 

第１欄 

空間噴射の殺虫剤のうち、容器中の医薬品を煙状又は霧状にして一度に全量放出さ

せるものである。霧状にして放出するものは、煙状にするものに比べて、噴射された

粒子が微小であるため短時間で部屋の隅々まで行き渡るというメリットがある。 

処理が完了するまでの間、部屋を締め切って退出する必要がある。処理後は換気を

十分に行い、ダニ等の死骸を取り除くために掃除機をかけることも重要である。 

第２欄 

１ スプレー剤  ２ 燻
くん

蒸剤  ３ 毒餌剤  ４ 蒸散剤  ５ 粉剤・粒剤 

問 59 尿糖・尿タンパク検査に関する記述について、正しい組み合わせはどれか。 

ａ 尿糖値に異常を生じる要因は、一般に高血糖と結びつけて捉えられることが多い

が、腎性糖尿等のように高血糖を伴わない場合もある。 

ｂ 尿タンパク検査の場合、食後２～３時間を目安に採尿を行う。 

ｃ 正確な尿糖の検査のためには、出始めの尿ではなく中間尿を採取することが望ま

しい。 

ｄ 通常、尿は弱アルカリ性であるが、食事その他の影響で弱酸性～中性に傾くと、

尿糖・尿タンパクの正確な検査結果が得られなくなることがある。 

１（ａ、ｂ）  ２（ａ、ｃ）  ３（ｂ、ｄ）  ４（ｃ、ｄ） 



問 60 妊娠検査薬に関する記述の正誤について、正しい組み合わせはどれか。 

ａ 一般的な妊娠検査薬の使用は、月経予定日が過ぎて概ね１週間目以降の検査が推

奨されている。 

ｂ ヒト絨
じゅう

毛性性腺刺激ホルモン（ｈＣＧ）の検出反応は、ｈＣＧと特異的に反応

する抗体や酵素を用いた反応であるため、温度の影響は受けない。 

ｃ 経口避妊薬や更年期障害治療薬などのホルモン剤を使用している人では、妊娠し

ていなくても検査結果が陽性となることがある。 

ｄ 妊娠検査薬は、妊娠の早期判定のためｈＣＧの有無を調べるものであり、その結

果をもって直ちに妊娠を判断することができる。 

ａ   ｂ   ｃ   ｄ 

１   誤   正   正   誤 

２   誤   正   誤   正 

３   正   誤   正   誤 

４   正   正   誤   正 

５   正   誤   誤   誤 


